
                 

〇 

ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
海
洋
放
出
に 

絶
対
反
対
で
す 

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
東
京
電
力
は

二
〇
二
三
年
か
ら
三
〇
年
間
以
上
に
わ

た
っ
て
ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
を
海
洋
に

放
出
す
る
た
め
に
「
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
特
定
原
子
力
施
設
に
係
る
実
施 

      

                
 

計
画
変
更
認
可
申
請
書
」
を
原
子
力
規

制
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。 

東
京
電
力
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
に

福
島
県
漁
連
に
対
し
「
関
係
者
の
理
解

な
し
に
は
、
い
か
な
る
処
分
も
行
わ

ず
、
多
核
種
除
去
設
備
で
処
理
し
た
水

は
発
電
所
敷
地
内
の
タ
ン
ク
に
貯
留
い

た
し
ま
す
」
と
約
束
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

な
か
で
申
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
に
、

社
民
党
は
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。 

県
漁
連
の
野
崎
会
長
も
「
我
々
が
反

対
し
て
い
る
の
に
淡
々
と
進
む
の
は
非

常
に
不
満
だ
」
と
訴
え
、
い
わ
き
市
長

も
「
令
和
五
年
春
の
海
洋
放
出
を
前
提

と
し
て
申
請
書
を
提
出
す
る
旨
の
報
道

が
あ
っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
」

と
の
見
解
を
表
明
し
て
い
ま
す
。 

 

地
元
の
生
業
を
守
る
た
め
に
、
ト
リ

チ
ウ
ム
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
絶
対
に

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 〇 

労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
で
格
差
解 

 
 

消
と
、
生
命
と
暮
ら
し
を
守
り
ま
す 

日
本
の
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
三
〇

年
間
も
引
き
上
げ
が
な
く
韓
国
の
賃
金

よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
万

円
台
の
非
正
規
労
働
者
が
四
割
と
な
り 

子
ど
も
を
産
み
育
て
生
活
で
き
な
い
状

況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
正
規
労
働
者
も
長
時
間
労
働

や
パ
ワ
ハ
ラ
等
に
よ
り
精
神
疾
患
者
が

増
え
て
い
ま
す
。 

一
方
、
企
業
の
業
績
は
好
調
で
、
利

益
の
蓄
積
で
あ
る
内
部
留
保
は
積
み
上

が
り
、
二
〇
二
〇
年
度
末
は
四
八
四
兆 

円
と
九
年
連
続
で
過
去
最
高
と
な
り
ま 

               

し
た
。 

私
た
ち
が
実
施
し
て
い
る
「
く
ら
し

労
働
な
ん
で
も
相
談
会
」
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
困
難
な
人
の
深
刻
な
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。 

貧
困
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
、

正
規
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
と
共
に

時
給
一
五
〇
〇
円
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。 そ

し
て
、
公
助
を
求
め
る
た
め
の
財

源
確
保
、
消
費
税
率
ゼ
ロ
、
所
得
税
の

累
進
制
度
の
強
化
、
不
公
平
税
制
の
是

正
、
大
企
業
へ
の
課
税
強
化
を
主
張
し

て
い
き
ま
す
。 

(

社
民
党
福
島
県
連
合
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載)
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

参
議
院
選
挙
で
は
、
日
本
国
憲
法
を
守
る
こ
と
を
真
正
面
か
ら
訴
え
ま
す 

 

昨
年
十
二
月
六
日
、
岸
田
文
雄
首
相
は
、
臨
時
国
会
の
所
信
表
明
演
説
で
「
い
わ

ゆ
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
、
現
実
的
に
検
討

す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
相
手
国
へ
の
先
制
攻
撃
で
あ
り
、
一
歩
間
違
え

ば
全
面
戦
争
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
動
き
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
二
〇
二
二
年
度
当
初
予
算
案
の
防
衛
費
は

前
年
度
比
五
八
三
億
円
増
の
五
兆
四
〇
〇
五
億
円
と
な
り
、
十
年
連
続
の
増
加
で
過

去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
先
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
二
十
一
年
度
補
正
予
算
七
七

三
八
億
円
と
合
わ
せ
る
と
六
兆
一
七
四
四
億
円
で
初
め
て
六
兆
円
の
大
台
に
乗
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
自
民
党
は
防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
％
、
一
〇
兆
円
台
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
危
険
な
流
れ
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、
社
民
党
は
平
和
外
交
な
ど

友
好
親
善
で
緊
張
緩
和
を
追
及
し
て
行
き
ま
す
。 

 

七
月
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
社
民
党
は
日
本
国
憲
法
を
守
る
こ
と
を
前
面
に

主
張
し
、
平
和
と
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。 

社
会
民
主
党
福
島
県
連
合
代
表  

狩
野
光
昭  

 

石川町新田ふれあいセンタ－付近から 
初日の出を拝む    （撮影：編者） 



＊ 
議
会
活
動
報
告 

＊ 
石
川
町
議
会
に
お
い
て
渡
辺 

実
議
員 

及
び
菊
池
美
知
男
議
員
の
社
民
党
公
認
・

推
薦
の
二
議
員
が
、
町
政
発
展
と
住
民
福

祉
向
上
に
日
々
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

本
年
も
住
民
の
皆
様
と
共
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。 

 

昨
年
十
二
月
の
町
議
会
定
例
会
に
お
け

る
一
般
質
問
活
動
を
報
告
し
ま
す
。 

☆ 

渡
辺 

実 

町
議
会
議
員 

〇 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
支
援
に 

つ
い
て 

【
質
問
】
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査 

の
実
施
を 

《
答
弁
》
国
・
県
の
指
導
を
受
け
、
行
い
ま

す
。 

【
質
問
】
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
十
八
歳

未
満
の
児
童
・
生
徒
が
家
族
の
家
事
や
世

話
、
介
護
な
ど
を
引
き
受
け
て
、
勉
強
や
学

校
生
活
が
心
配
さ
れ
る
子
ど
も
で
す
。
町

の
実
態
を
伺
う 

《
答
弁
》
介
護
事
業
所
な
ど
か
ら
の
報
告

で
把
握
し
て
い
る
の
は
二
件
で
す
。
本
人

か
ら
は
発
信
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【
質
問
】
国
は
早
期
発
見
が
大
事
と
し
て
、

全
国
調
査
を
実
施
し
た
が
そ
の
内
容
は 

《
答
弁
》
全
国
の
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象 

に
実
施
し
、
中
学
生
の
六
％
が
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

〇 

小
規
模
農
業
・
家
族
農
業
へ
の
農
業 

 
 

支
援
と
農
村
集
落
の
存
続
に
つ
い
て 

【
質
問
】
小
規
模
・
家
族
農
業
と
集
落
存
続 

に
向
け
た
対
策
を 

 

《
答
弁
》
実
態
調
査
や
対
策
等
、
今
後
検
討 

し
ま
す
。 

【
質
問
】
小
規
模
農
業
・
家
族
農
業
は
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
経
営
の
赤
字
な
ど
で

離
農
者
が
出
て
、
集
落
維
持
が
難
し
く
な

る
状
況
で
す
。
町
の
存
続
に
も
関
わ
る
問

題
で
す
。
町
の
現
状
は 

《
答
弁
》
令
和
二
年
で
は
、
経
営
面
積
が
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
経
営
体
が
八
割
で
あ

り
、
農
業
生
産
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
農

地
の
保
全
や
水
源
の
涵
養
、
景
観
の
形
成
、

地
域
文
化
の
伝
承
な
ど
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。 

 

販
売
農
家
も
令
和
二
年
は
七
三
五
戸
、

平
成
十
七
年
は
一
二
二
三
戸
で
、
十
五
年

間
で
四
八
八
戸
が
減
少
、
年
間
平
均
三
十

戸
減
少
で
す
。 

【
質
問
】
農
家
や
集
落
の
実
態
調
査
、
検
討

会
等
の
設
置
、
支
援
策
検
討
の
考
え
は 

《
答
弁
》
今
後
、
検
討
し
ま
す
。 

【
質
問
】
営
農
指
導
体
制
の
整
備
の
考
え

は 《
答
弁
》
県
、
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
検
討
し
ま
す
。 

【
質
問
】
農
家
や
集
落
の
存
続
に
向
け
た 

町
長
の
考
え
は 

《
答
弁
》
あ
と
五
年
が
勝
負
で
、
対
応
し
て 

い
き
ま
す
。 

【
質
問
】
国
連
の
「
家
族
農
業
一
〇
年
」
の 

設
定
等
、
国
際
的
に
は
家
族
農
業
が
再
評 

価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
は 

《
答
弁
》
核
と
な
る
農
業
者
を
中
心
に
、
小

規
模
・
兼
業
農
家
な
ど
が
生
産
活
動
に
携

わ
り
、
農
村
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
地
域
農
業
を
牽
引
す
る
経
営
体
や
集

落
営
農
組
織
の
育
成
等
の
取
り
組
み
を 

継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

【
質
問
】
今
年
度
産
米
下
落
に
対
す
る
支 

援
再
検
討
の
考
え
は 

《
答
弁
》
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

☆ 

菊
池
美
知
男 

町
議
会
議
員 

〇 

石
川
町
公
民
館
の
活
動
及
び
地
域 

 
 

活
動
強
化
に
つ
い
て 

【
質
問
】
石
川
町
公
民
館
活
動
と
各
自
治

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
策
は 

《
答
弁
》
公
民
館
で
は
、
町
民
一
人
一
人
が

生
涯
に
わ
た
り
自
由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
た
め
町
民
全
体
を
対
象

と
し
た
事
業
や
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー
に
対

し
、
必
要
に
応
じ
た
連
携
と
支
援
を
継
続

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
質
問
】
自
治
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
現
状

と
業
務
に
対
す
る
人
員
体
制
は 

《
答
弁
》
地
域
事
業
や
生
涯
学
習
事
業
の

ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
各
種
団
体
の
連
絡

調
整
な
ど
様
々
な
事
務
事
業
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。 

【
質
問
】
自
治
協
議
会
の
活
動
状
況
と
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う 

《
答
弁
》
活
動
の
指
針
と
な
る
「
地
区
計
画
」

を
定
め
部
会
を
設
立
し
、
各
種
団
体
間
の

連
絡
調
整
を
担
い
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、
行

政
と
住
民
の
隙
間
を
埋
め
る
協
働
に
よ
る

公
助
の
パ
ー
ト
ナ―

と
し
て
果
た
す
役
割

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
意
見
】
自
治
協
議
会
等
の
組
織
が
出
来

た
事
に
よ
り
、
新
た
な
労
力
や
費
用
負
担

が
発
生
し
、
地
区
住
民
の
皆
様
へ
の
重
荷

に
な
ら
な
い
よ
う
、
申
し
上
げ
て
お
き
ま

す
。 

〇 

新
た
な
歴
史
民
俗
資
料
館
の
利
活
用 

に
つ
い
て 

【
質
問
】
石
川
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

移
転
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
く
各
種
標

本
展
示
や
企
画
展
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

で
の
各
ス
ぺ
ー
ス
の
具
体
的
な
利
用
計

画
は 

《
答
弁
》
最
も
大
き
い
旧
宴
会
場
部
分
を

常
設
展
示
室
、
隣
接
す
る
倉
庫
部
分
を
鉱

物
標
本
室
、
二
番
目
に
大
き
い
部
屋
は
企

画
展
示
や
貸
館
、
講
演
会
場
等
に
考
え
て

い
ま
す
。 

【
質
問
】
基
本
構
想
を
具
現
化
す
る
た

め
の
人
的
体
制
や
改
装
費
用
は 

《
答
弁
》
人
的
体
制
は
、
資
料
館
運
営
に

係
る
職
員
二
名
と
会
計
年
度
任
用
職
員

四
名
を
配
置
し
、
鉱
物
学
を
専
門
と
す

る
学
芸
員
の
採
用
に
向
け
て
協
議
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

総
事
業
費
は
、
土
地
取
得
費
も
含
め

開
館
ま
で
に
五
億
五
千
万
円
と
見
積
も

っ
て
い
ま
す
。 

〇 

ま
ち
な
か
再
生
行
動
計
画
の 

見
直
し
に
つ
い
て 

【
質
問
】
ま
ち
な
か
再
生
行
動
計
画
に

つ
い
て
は
一
昨
年
の
甚
大
な
豪
雨
災
害

を
踏
ま
え
、
町
民
の
意
見
を
よ
く
聞
き

災
害
対
策
と
防
災
対
策
を
含
め
た
計
画

と
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
、
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
伺
う 

《
答
弁
》
ま
ち
な
か
再
生
委
員
会
を
開

催
し
、
今
後
の
計
画
等
に
つ
い
て
精
査

を
進
め
、
町
の
再
生
、
新
し
い
賑
わ
い

を
つ
く
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

  

＝ 

編
集
後
記 

＝ 
 

壬
寅(

み
ず
の
え
と
ら)

年
は
『
厳
し
い

冬
を
越
え
芽
吹
き
始
め
新
し
い
成
長
の
礎

と
な
る
』
意
味
が
あ
り
、
虎

は
毛
皮
の
模
様
か
ら
夜
空

に
輝
く
星
と
考
え
ら
れ

『
決
断
力
と
才
知
』
の
象

徴
と
し
て
の
意
味
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 


